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　ス

ナ
メ
リ
か
ら
海
の
環
境
を
学
ぼ
う

広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
だ
よ
り

ス
ナ
メ
リ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に
私
た
ち
が
参
加
し
た
日

は
、遠
く
ま
で
よ
く
見
渡
せ
る
快
晴
で
し
た
が
、

風
が
強
く
白
波
も
立
っ
て
い
ま
し
た
。あ
ら
か
じ
め
、ス

ナ
メ
リ
く
ら
ぶ
の
会
員
で
船
長
の
金
原
さ
ん
か
ら「
今

日
は
ち
ょ
っ
と
観
察
す
る
の
は
難
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
」と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。ス
ナ
メ
リ
に
は
、イ
ル
カ

の
よ
う
な
特
徴
的
な
背
び
れ
が
な
く
、色
も
明
る
い
灰

色
を
し
て
い
る
た
め
、波
と
ほ
と
ん
ど
区
別
が
つ
か
な

い
そ
う
で
す
。出
航
直
前
ま
で
、波
の
少
な
い
海
域
や
進

路
を
考
え
て
く
れ
ま
し
た
が
、結
局
こ
の
日
は
ス
ナ
メ

リ
を
観
察
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ス
ナ
メ
リ
く
ら
ぶ
は
、10
年
ほ
ど
前
に
地
元
の
人
た

ち
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
有
志
の
会
で
、現
在
は
20
人
ほ

ど
。ス
ナ
メ
リ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
始
め
た
き
っ
か
け
を
伺

う
と
、「
ス
ナ
メ
リ
に
触
れ
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
も

あ
り
ま
す
が
、そ
れ
以
上
に
三
河
湾
の
海
の
現
状
を
見
て

欲
し
か
っ
た
か
ら
で
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ス
ナ
メ
リ
は
、三
河
湾
や
伊
勢
湾
の
ほ
か
、銚
子
沖
や

瀬
戸
内
海
な
ど
で
も
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。生

息
域
は
、海
岸
に
近
い
水
深
50
ｍ
以
内
の
遠
浅
の
海
で
、

観
察
に
適
し
て
い
る
反
面
、人
間
の
生
活
に
影
響
を
受

け
や
す
い
動
物
と
も
い
え
ま
す
。

　

現
在
、三
河
湾
と
伊
勢
湾
で
、ス
ナ
メ
リ
は
約

２
０
０
０
頭
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、年
々
減
っ
て

き
て
い
る
そ
う
で
す
。そ
の
原
因
の
一
つ
は
、人
が
捨
て

た
ビ
ニ
ー
ル
や
タ
バ
コ
の
吸
殻
な
ど
の
ご
み
。こ
れ
ら

を
餌
と
間
違
え
て
飲
み
込
み
、消
化
不
良
を
起
こ
し
て

死
ん
で
し
ま
う
の
だ
そ
う
で
す
。ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
、死

ん
だ
ス
ナ
メ
リ
な
ど
が
砂
浜
に
漂
着
し
た
と
い
う
話
を

聞
い
た
こ
と
の
あ
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。実
際
、伊

良
湖
港
に
は
、空
き
缶
や
タ
バ
コ
の
吸
殻
な
ど
が
水
面

に
浮
か
ん
で
い
ま
し
た
。

◦少し濁って見えた篠島付近の海

◦キラキラ輝く伊良湖港 ◦いざ出航！

鈴木理絵
▲船上からの写真撮影・取材協力（広報サポーター 河合恵）

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
の
鈴
木
理
絵
で
す
。
自
然
豊
か
な
渥
美
半
島
で
は
、
沿
岸
部
に
ス

ナ
メ
リ
と
い
う
準
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
る
小
型
の
イ
ル
カ
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
広
報
サ
ポ
ー

タ
ー
の
河
合
恵
さ
ん
と
一
緒
に
、
ス
ナ
メ
リ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
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〝たね〟の簡単＆おいしい『産直レシピ』〝たね〟の簡単＆おいしい『産直レシピ』

トウモロコシご飯
【材料４人分】　
◦トウモロコシ　中１本（実だけ１５０ｇ）　◦塩　小さじ１/2
◦酒　大さじ２　◦精白米　３合
◦水　炊飯器の目盛りよりも少し少なめに合わせる

【作り方】
❶精白米は、洗って水を切っておく。
❷トウモロコシは、生のまま実だけにしておく。
❸炊飯器に米と水を目盛より少なめに入れる。
❹③に塩・酒を入れてよくかき混ぜて炊飯する。

トウモロコシのかき揚げ
【材料４人分】　
◦トウモロコシ　２００ｇ　◦小麦粉　適量
◦大葉・パセリ・ちりめんじゃこ・ハム　お好みで
◦天ぷら粉・水　適量（天ぷら粉の袋に記載の分量を参考）　
◦揚げ油　適量

【作り方】
❶トウモロコシは、生のまま実だけにしておく。
❷①に小麦粉を軽くまぶしておく。（バラバラになりにくくなる）
❸天ぷら粉に水を入れホットケーキぐらいの硬さにといておく。
❹③にトウモロコシを入れてよく混ぜ、スプーンですくい１７０℃
　の油でカラッと揚げる。
　※お好みで「大葉＆ちりめんじゃこ」や「ハム＆パセリ」を加えて、味の違いも楽しんでください♪

ス
ナ
メ
リ
く
ら
ぶ
の
皆
さ
ん
は
、ス
ナ
メ
リ
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、海
岸
清
掃
な
ど
の
ク
リ

ー
ン
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。金
原
さ
ん
は「
昔
み
た
い

な
き
れ
い
な
海
を
取
り
戻
し
て
、ス
ナ
メ
リ
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
を
目
当
て
に
、伊
良
湖
に
観
光
に
来
て
く
れ
る
人

を
増
や
し
た
い
で
す
。お
客
さ
ん
に
伊
良
湖
の
海
を
見

て
も
ら
い
、﹃
楽
し
か
っ
た
﹄は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、環
境

の
こ
と
に
つ
い
て
も
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
く
れ

れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
残
念
な
が
ら
ス
ナ
メ
リ
を
見
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、伊
良
湖
の
海
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。ス
ナ
メ
リ
が
こ
の
海
に
暮
ら
し

て
い
る
の
だ
と
思
う
と
、自
然
と
親
近
感
も
わ
い
て
き

ま
す
。田
原
市
の
沿
岸
に
暮
ら
す
小
さ
な
動
物
を
守
る

の
も
、私
た
ち
し
だ
い
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

どうしてもスナメリに会いたくて、
後日、伊勢湾フェリーに乗り、三
重県の鳥羽水族館へ行ってきまし
た。とても愛らしい姿に感動しま
した。今度は、野生のスナメリに
会えるといいなと思います。

広報サポーターの〝たね〟が「旬を上手に、手軽でおいしく、誰にでも簡単にできる料理」
をテーマに、季節の野菜「トウモロコシ」を使ったレシピをお届けします。
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●しみんの広場

地域
発!

み
ん
な
が
参
加
し

互
い
に
尊
重
・
助
け
合
う

地
域
づ
く
り
の
場

市
内
全
20
の
小
学
校
区
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

（
以
下
、
校
区
協
議
会
）
が
組
織
さ
れ
て

お
り
、
各
校
区
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画

に
基
づ
き
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
の
実
現

を
目
指
し
た
自
主
的
な
地
域
づ
く
り
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
田
原
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
合
会
」

は
、
校
区
協
議
会
の
連
合
組
織
と
し
て
、

平
成
23
年
度
に
発
足
し
ま
し
た
。「
地
域

み
ん
な
で
協
力
し
て
、
誰
も
が
暮
ら
し
や

す
い
地
域
」
を
目
指
し
、
調
査
研
究
や
定

例
会
に
よ
る
情
報
交
換
、
地
域
（
行
政
）

懇
談
会
の
開
催
、
会
報
発
行
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
話
題

田
原
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
合
会

交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
広
が
る

地
域
の
輪・市
民
の
和

▲大会の様子（綱引き）

６
月
16
日
圡
に
、
渥
美
運
動
公
園
屋
内
競
技
場
で
開
催
さ
れ
た

﹁
校
区
対
抗
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会
﹂
の
話
題
が
届
き
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
で
い
い
汗
・
い
い
交
流

　
「
校
区
対
抗
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
は
、

地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
校
区

内
・
校
区
間
の
交
流
・
連
帯
意
識
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
し

た
。
市
内
の
全
校
区
が
集
ま
る
本
格
的
な

大
会
と
し
て
は
、
合
併
以
後
、
初
め
て
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
全
20
の
校
区
協
議
会
か
ら

選
手
３
７
９
名
が
参
加
し
、「
綱
引
き
」

と
「
玉
入
れ
」
の
二
種
目
で
心
地
よ
い
汗

を
流
し
ま
し
た
。
両
競
技
と
も
１
チ
ー
ム

10
名
（
う
ち
２
名
以
上
女
性
）
で
構
成
し
、

４
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
予
選
リ
ー

グ
を
行
い
、各
ブ
ロ
ッ
ク
１
位
の
校
区
が
、

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
順
位
を
争
い
ま
し

た
。
競
技
の
運
営
は
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
を
進
め
る
市
教
育
委
員
会
に
主
体
的

▲開会式の様子

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

選
手
編
成
に
は
各
地
域
の
個
性
が
あ
ふ

れ
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
揃
え
て
参
加
す
る

チ
ー
ム
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
交
流
が

目
的
の
大
会
と
は
い
え
、
い
ざ
試
合
が
始

ま
る
と
、
ど
の
試
合
も
白
熱
し
、
会
場
は

笑
顔
と
歓
声
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
じ
空
間
、
同
じ
時
間
を
共
有

し
た
こ
と
で
、
異
な
る
地
域
の
顔
や
名
前

を
知
ら
な
い
方
た
ち
同
士
が
、
交
流
す
る

機
会
に
も
な
っ
た
よ
う
で
す
。

大
会
結
果

◉
綱
引
き

優
勝　
　

神
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

準
優
勝　

六
連
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

３
位　
　
伊
良
湖
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

◉
玉
入
れ

優
勝　
　
若
戸
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

準
優
勝　
亀
山
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

３
位　
　

高
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

　

連
合
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
行
事
を

き
っ
か
け
に
し
て
、
地
域
に
暮
ら
す
人
々

の
相
互
理
解
や
連
帯
意
識
が
高
ま
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、各
校
区
協
議
会
や
自
治
会
で
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
や
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
び
、
身
近
な
地
域
活
動
へ
参
加

し
ま
し
ょ
う
。
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月日 イベント内容 開始時間 会場

8 ／ 5 日

図書館おめでとう！セレモニー（参加自由）
※ 8 ／ 2 生まれの方には特典あり！詳しくは、図書館中央カウンターにて 13:00 アトリウム

三重奏生演奏会（参加自由） 13:30 アトリウム
絵本「おおきなかぶ」の読みあい（参加自由） 14:00 アトリウム
お茶会（申し込み不要：先着順 100 名、お茶代 100 円） 15:30 アトリウム

8 ／ 18 圡
こどもしつ宝さがしゲーム（定員各 20 名：小学生以下） 13:00、14:00 こどもしつ

「ぼく・わたしが読み聞かせしてあげるよ！」体験（定員 10 名：小学生以下）15:00 こどもしつ
8 ／ 19 日 「ハンドの会」工作教室（定員 20 名：小学生のみ） 13:00 グループ研究室
※ 8 ／ 18 圡および 19 日の参加受付は、7 ／ 27 ㊎から開始（申し込み用紙はこどもしつカウンターにあり）
◦詳しくは「田原市民活動支援センターホームページ」で紹介中
お問い合わせ：ＮＰＯたはら広場　080 ｰ 6955 ｰ 2167

●しみんの広場

₁ＮＰＯや市民活動に関する相談を受け付けています。（毎週火・金・土 14:00～19:00 田原文化会館フリースペース）
₂このページおよび市民活動支援センターホームページに掲載する市民活動情報を募集しています。
◉お問い合わせ： ☎22局1111（内線812）※開設時間のみ　 23局0180　 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

http://www.city.tahara.aichi.jp/kyoudou/田原市民活動支援センター

　　　　自由なテーマで提案してみよう！「市民提案型委託制度」
　「市民提案型委託制度」は、行政が実施すべき性質の市民サービスや管理業務などについて、効果
的な事業を提案した団体が、市と委託契約を結ぶものです。今回は、自由なテーマで市民提案を募集
します。市の施策の推進が期待できる内容の事業提案について、事業の担当課と役割分担などを協
議し、調整が整った場合に予算計上され、平成25年度に事業を実施することになります。
◉募集期間　8月31日㊎午後５時まで　※必着
◉対象事業　市の施策が推進される事業で、平成25年度内に実施・完了するもの
◉対象団体　主に市内で公益活動を行う5名以上で構成された団体
◉応募方法　市民協働課で配布する提案用紙に必要事項を記入して直接または郵送にて提出。提案用紙は市ホーム

ページからもダウンロード可（http://www.city.tahara.aichi.jp/）
◉審査方法　応募団体による担当課への提案内容説明で審査し、事業を選定
　　　　　　※事業内容の協議が整った場合でも、予算編成の都合上、事業費の削減や次年度へ繰り延べされる場合があります。

◉スケジュール

◉応募・お問い合わせ　市民協働課 ☎23局3504　 23局0180　 kyoudou@city.tahara.aichi.jp

　　　　自由なテーマで提案してみよう

市 民
提 案 市の事業を受託してみませんか？

担当課・関係課で
予算調整

審
査
・
協
議

予
算
要
求

予
算
確
定

契
約
締
結

事
業
完
了

確
認
・
支
払

各団体で事業実施
提
案
募
集

 ● 　　　　H24.9　　 H24.10　　　　　　　　　  ～H25.3　　H25.4～　　　　　　　　　 ～H26.2　　H26.3

Hello

～「図書館 10 歳のお誕生日おめでとう！」記念イベントでデビューします～

今年８月２日に、中央図書館が開館 10 周年を迎えます。これを機会に、図書館ボランティアグループは、「田
原市図書館サポーターズ おおきなかぶ」としてデビューします。この組織を構成するのは「図書館フレンズ

田原」「ＮＰＯたはら広場」「くぬぎの会」「ハンドの会」などの団体。中央図書館の開館
以前から活動を続け、開館後は定期的に図書館を交えたミーティングを行うなど、市民
に愛される図書館づくりを支えてきました。今回、市が主催する中央図書館開館 10 周年
記念事業と併せて「図書館 10 歳のお誕生日おめでとう！」と題したバラエティ豊かなイ
ベントを行います。市民の皆さんも「おおきなかぶ」で市民活動に参加してみませんか。

市民活動を応援するページ
田原市図書館サポーターズ  おおきなかぶ市民活動紹介
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学校生活の
一コマを紹介

　　童浦小学校「若葉集会」　　　
　　郷土愛を育む親子で茶摘み体験！
　　
　童浦小学校には、長年続いている伝統行事「若葉
集会」があります。これは、蔵王山の東麓にある学校
茶園で、子どもたちや保護者が地域の皆さんと一緒
に茶摘みをする行事です。毎年、八十八夜のころに行
い、今年度は５月１日（火）に実施しました。
　童浦小学校の茶園は、昭和８年に始まり今年で79
年目。この「若葉集会」は、祖父母から父母へ、そして
子へと、３世代にわたって受け継がれてきました。
　今年の春先は冷え込みが厳しく、若葉の伸びが心
配されましたが、青々と伸びた新芽がそろいまし
た。「初めて茶摘みをしました」と話す保護者や、「見
て見て、たくさん採れたよ」と、茶葉を見せに来る子
どもたち。家族の夕食時などに、茶摘み体験が話題
になるなど、家庭でも童浦への愛着心が育まれてい
ます。

　今回は、「若葉集会」で茶摘み体験をする小学生の様子と、愛
知県教育委員会の学校給食優良校に選ばれた中学校の様子を
ご紹介します。 ●学校教育課２３局３６７９

 田原中学校「学校給食」
おいしく・楽しい、感謝の心を大切に！

　田原中学校は、平成23年度、愛知県教育委員会か
ら学校給食優良校に選ばれ、表彰を受けました。こ
れは、学校給食を中心とした食育の成果が認めら
れたものです。
　生徒たちは、給食や家庭科などの教科、特別活動
や総合的な学習の時間で、〝食事の大切さ〟や〝食事
のよろこび〟、〝食事の楽しさ〟を体験しながら学ん
でいます。そして、その学習や活動を通して、食事
を作ってくれる人々、食物の生産に関わる人々、命
ある食材（農・畜・水産物）などに感謝する心を大切
にしています。
　また、表彰を受けたことを機に、生徒たちは以前
より給食当番の活動がしっかりできるようにな
り、残さず食べることもできるようになりました。
　今後も「食」を通して、一層給食の時間が充実し
ていくように、全校で取り組んでいきます。

◦親子で茶摘みは楽しいね！

◦作ることの大変さと大切さを学んだ調理実習

◦長年受け継がれてきた学校茶園

◦給食の時間に栄養士の話を聞いたよ！

平成 24年 7月15日   　  　　　　　　　　│ 6 │
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊﹁
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｃ︵
オ
ー
ル

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
オ
ブ
タ
ハ
ラ
シ
テ
ィ
︶﹂が
結
成
さ
れ
、福

江
幹
部
交
番
で
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。地
域
の

安
心
安
全
の
た
め
、市
民
の
有
志
15
名
で
結
成
さ
れ

た
こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
。青
色
回
転
灯
を
装
着
し
た
自

動
車（
青
パ
ト
）３
台
で
市
内
全
域
を
巡
回
し
ま
す
。

▲ＡＳＴＣの皆さんは、児童の登下校時の見守りや防犯パトロールを行います

地
域
の
安
全
を

見
守
り
ま
す

６
月
12
日［
火
］

　

長
野
県
下
伊
那
郡
阿
南
町（
友
好
都
市
）の
小
学

５
年
生
40
名
が
和
地
小
学
校
を
訪
れ
、六
連
小
・
大

草
小
・
和
地
小
・
堀
切
小
・
伊
良
湖
小
の
児
童
58
名

と
交
流
を
行
い
ま
し
た
。児
童
た
ち
は
、両
市
町
の

混
合
班
に
分
か
れ
、手
づ
く
り
の
名
刺
交
換
や
貝

殻
拾
い
な
ど
を
行
い
、交
流
を
深
め
ま
し
た
。

海
の
ま
ち
で

友
情
を
育
む

６
月
６
日［
水
］

▲６月下旬には、田原市の児童たちが阿南町で宿泊交流体験を行いました

　

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合
田
原
支
部
が

全
国
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
会
長
か

ら
特
別
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、平
成

12
年
か
ら
市
の
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
に
参
加

し
、加
盟
店
舗
を
あ
げ
て
飲
酒
運
転
撲
滅
運
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▲市長に活動内容や受賞の喜びを報告する伊藤組合長（写真右）

飲
酒
運
転
撲
滅
運
動

地
道
な
活
動
が
評
価

６
月
８
日［
金
］

│ 7 │　　　　　　　　　　平成 24年 7月15日



皆
さ
ん
が
出
し
て
い
る
ご
み
の
中
に

は
、リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、お
金
に
な
る
資
源
ご
み
が
あ
る

こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
。今
回
は
、資

源
ご
み
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

◉
お
金
に
な
る
資
源
ご
み

◦
鉄
く
ず
類

＊
売
却
代
金
約
８
８
０
万
円

　

壊
れ
た
自
転
車
、
金
属
製
品
、
空
き
缶

や
小
型
の
廃
家
電
な
ど

◦
古
紙
・
繊
維
類

＊
売
却
代
金
約
４
１
０
０
万
円

　

段
ボ
ー
ル
、
新
聞
、
雑
誌
、
紙
パ
ッ
ク
、

古
着
な
ど

◦
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
類

＊
売
却
代
金
約
９
５
０
万
円

　

洗
剤
や
シ
ャ
ン
プ
ー

の
ボ
ト
ル
、
カ
ッ
プ

麺
の
容
器
な
ど

※
各
資
源
ご
み
の
売
却
代
金
は
、
平
成
23

年
度
の
合
計
額
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
市

の
収
入
と
な
り
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
役

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

◉
ご
み
を
出
す
前
に
確
認
を

　

何
気
な
く
燃
や
せ
る
ご
み
な
ど
に
出
し

て
い
た
も
の
で
も
、
資
源
ご
み
だ
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
次
の
点
に
気
を

つ
け
て
、
分
け
れ
ば

資
源
、
分
け
な
け
れ

ば
ご
み
と
い
う
気
持

ち
で
、
分
別
に
取
り

組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

◦
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
紙
類
が
﹁
も
や
せ

る
ご
み
﹂
の
中
に
混
ざ
っ
て
い
な
い
か

◦
プ
ラ
マ
ー
ク
の
付
い
た
容
器
類
を
﹁
も

や
せ
な
い
ご
み
﹂
に
出
し
て
い
な
い
か

 

◉
分
別
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト

 

◦
ご
み
の
減
量

 

◦
ご
み
処
理
経
費
の
削
減

 

◦
限
り
あ
る
資
源
の
有
効
活
用

 

◦
地
球
環
境
の
保
全

　
﹁
少
し
だ
け
な
ら
大
丈
夫
﹂
と
い
う
気

持
ち
は
捨
て
て
、
さ
ら
な
る
ご
み
減
量

と
分
別
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
清
掃
管
理
課

☎
23
局
３
５
３
８　

23
局
０
１
８
０

◉
職
場
で
も
節
電
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

　　

皆
さ
ん
は
、
職
場
で
節
電
を
意
識
し
て

い
ま
す
か
。
オ
フ
ィ
ス
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
の
割
合
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
、
空
調

28
％
、
照
明
40
％
、
コ
ン
セ
ン
ト
32
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
オ
フ
ィ
ス
で
の
消
費
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
減
ら
す
た
め

の
ア
イ
デ
ア
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

◉
た
は
ら
節
電
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
２
０
１
２
夏

　

市
内
76
施
設
で
実
施
中

　

田
原
市
で

は
、
例
年
、
夏

季
お
よ
び
冬
季

に
「
ラ
イ
ト
ダ

ウ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実

施
し
、
市
内
多
く
の
事
業
所
や
公
共
施
設

で
、
不
要
な
照
明
の
消
灯
を
呼
び
掛
け
て

い
ま
す
。
今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
は
、

６
月
21
日（
木
）か
ら
８
月
31
日（
金
）で
、

市
内
76
施
設
か
ら
参
加
の
申
し
込
み
が
あ

り
ま
し
た
。

　

参
加
施
設
な
ど
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
課

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

◦
エ
ア
コ
ン
の
節
電

夏
の
冷
房
時
の
室
温
は
28
℃
を
目
安

に
し
ま
し
ょ
う
。扇
風
機
を
併
用
す

れ
ば
、よ
り
涼
し
く
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◦
照
明
の
節
電

必
要
の
な
い
明
か
り
は
こ
ま
め
に
消

し
、明
る
さ
を
調
整
で
き
る
照
明
器

具
は
照
度
を
下
げ
ま
し
ょ
う
。

※
そ
の
他
に
も
、ク
ー
ル
ビ
ズ
や
ノ
ー
残

業
デ
ー
を
推
奨
す
る
、省
エ
ネ
タ
イ
プ

の
Ｏ
Ａ
機
器
を
導
入
す
る
な
ど
、職
場

で
も
節
電
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

75

ゴミゴミンと
リサイクルレンジャー

3

◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
１
８
３
２
人・
事
業
所
80
か
所︵
６
月
末
現
在
︶
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竜
巻

けん
ちゃんこ

ん
に
ち
は
、“
け
ん
ち
ゃ
ん
”で

す
。
今
年
に
入
っ
て
、
日
本
各

地
で
竜
巻
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
竜
巻
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

▪
竜
巻
と
は

　

発
達
し
た
積

乱
雲
に
伴
っ
て

発
生
す
る
激

し
い
渦
巻
き
で

す
。
台
風
、
前

線
、
低
気
圧
な
ど
に
伴
っ
て
発
生
し
ま

す
。
短
期
間
で
狭
い
範
囲
に
集
中
し
、

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

ま
た
、
竜
巻
は
日
本
中
ど
こ
で
も
季

節
を
問
わ
ず
発
生
し
ま
す
。

▪
竜
巻
注
意
情
報
と
は

　

竜
巻
の
発
生
す
る
危
険
な
気
象
状
況

を
お
知
ら
せ
し
て
、
竜
巻
へ
の
注
意
を

呼
び
か
け
る
も
の
で
す
。「
今
ま
さ
に

竜
巻
の
発
生
し
や
す
い
気
象
状
況
」
で

あ
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
県
ご

と
に
発
表
し
、
有
効
時
間
は
１
時
間
で

す
が
、
注
意
す
べ
き
状
況
が
続
く
場
合

に
は
、
再
度
発
表
し
ま
す
。

※
発
生
を
事
前
に
予
測
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

▪
竜
巻
注
意
情
報
が
発
表
さ
れ
た
ら

　
「
空
が
急
に
真
っ
暗
に
な
る
」「
大
粒

の
雨
や
ひ
ょ
う
が
降
り
出
す
」「
雷
が

発
生
す
る
」
な
ど
、
発
達
し
た
積
乱
雲

が
近
づ
く
兆
し
が
あ
る
場
合
に
は
、
頑

丈
な
建
物
に
避
難
す
る
な
ど
、
安
全
確

保
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

▪
竜
巻
が
間
近
に
迫
っ
た
ら

◉
屋
内
で
は

　

窓
や
カ
ー
テ
ン
を
閉
め
、
窓
か
ら
離
れ

て
く
だ
さ
い
。
１
階
の
窓
が
な
い
部
屋
に

移
動
し
、
机
の
下
に
入
る
な
ど
身
を
小

さ
く
し
て
頭
を
守
って
く
だ
さ
い
。

◉
屋
外
で
は

　

頑
丈
な
建
物
内
に
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。
物
置
や
車
庫
の
中
は
危
険
で
す
。

屋
内
に
避
難
で
き
な
い
場
合
、
電
柱
や
太

い
樹
木
の
倒
壊
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

　５月１６日（水）～１９日（土）、田原市長と田原市議会
議長を含む公式訪問団６人が、田原市の姉妹都市で
ある韓国ソウル特別市銅雀区と江

カンウォンドウ

原道旌善郡を訪れ
ました。
◉銅雀区では交流を深めていくことを確認
　一行は、まず区内のボランティアセンターを見学。市
民がボランティアを行った時間を貯蓄し、本人や家族
がボランティアを必要とするときに利用できる制度など
を学びました。その後、銅雀区庁長や銅雀区議会議
長を表敬訪問。同区庁長と同議長は、平成22年に田
原市を訪れてい
ることもあり、お
互いに再会を喜
ぶとともに、今後
も姉妹都市交流

を深めていくことを確認しました。
◉旌善郡では観光・農業分野などでの交流に合意
　旌善郡は、韓国北部にある江原道の高原地帯にあ
る郡で、ソウルから西へ車で約３時間。西に隣接する
平
ピョンチャン

昌郡は、２０１８年冬季オリンピックの開催地で、旌
善郡もスキー競技の開催地になっています。
　一行は、旌善郡守や旌善郡議会議長を表敬訪問。
同郡守は、平成23年に田原市を訪れ
ました。今後は、観光や農業をはじめ、
幅広い分野での交流推進に渥美半
島観光ビューローが合意しました。
　また、田原市の市

いち

と同じように、「２と
７」のつく日に開催される「二・七の市」や、旌善郡が整
備を進める体験型の観光施設などを視察しました。
▶広報秘書課☎２２局０１３８

■国内外との交流・多文化共生

韓国銅
トンジャク

雀区と旌
チョンソン

善郡を田原市長などが訪問
田原市公式訪問団の現地での様子や訪問の成果などをご紹介します。

▲活気のある旌善郡の二・七の市

▲田原市公式訪問団と銅雀区関係者

▲田原市長と旌善
郡守（写真右）
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込
書
お
よ
び
要
綱
な
ど
に
つ
い
て
は
、
田

原
市
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

section/kyoiku/

　

三
河
湾
の
豊
か
な
海
の
幸
を
使
っ
た
料

理
を
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
い
、
食
を
通
し

て
三
河
湾
を
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
く
た
め
の

レ
シ
ピ
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
規
定
＝
１
人
１
作
品
、
材
料
費
は

４
名
分
で
２
０
０
０
円
程
度
／
調
理
時
間

（
下
ご
し
ら
え
は
除
く
）
は
概
ね
1
時
間

程
度　

▼
応
募
方
法
＝
８
月
31
日
（
金
）

ま
で
に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
料

理
名
・
材
料
・
分
量
・
調
理
法
・
ア
ピ
ー

ル
ポ
イ
ン
ト
・
料
理
の
完
成
写
真
を
添
え

て
三
河
湾
浄
化
推
進
協
議
会
事
務
局
へ
郵

送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て（
締
切
日
必
着
）

▼
そ
の
他
＝
応
募
作
品
の
諸
権
利
は
協
議

会
に
帰
属
し
、
写
真
な
ど
の
資
料
は
返
却

い
た
し
ま
せ
ん
。
抽
選
で
１
０
０
名
様
に

記
念
品
贈
呈
。
レ
シ
ピ
は
協
議
会
の
広
報

▼
募
集
枠
数
＝
10
枠　

▼
掲
載
場
所
＝

生
涯
学
習
情
報
誌
（
平
成
24
年
度
下
半

期
）
の
裏
表
紙
／
発
行
部
数
２
万
３
０
０

部　

▼
広
告
の
サ
イ
ズ
お
よ
び
掲
載
料
＝

【
１
種
広
告
】
縦
４
・
５
㎝
×
横
８
・
５
㎝
、

裏
表
紙
１
枠
１
万
５
０
０
０
円
ほ
か

▼
申
し
込
み
＝
８
月
15
日
（
水
）
ま
で
に

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
署
名
・

押
印
し
た
も
の
に
広
告
原
稿
、
会
社
概
要

な
ど
を
添
付
し
て
直
接
持
参　

▼
そ
の

他
＝
申
し
込
み
の
際
に
は
、
要
綱
・
要
領

な
ど
の
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。（
申

活
動
な
ど
で
使
用
。

▼
三
河
湾
浄
化
推
進
協
議
会
事
務
局

（
〒
４
４
０

－

８
５
０
１　

住
所
不
要　

豊
橋
市
環
境
保
全
課
内
）　

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
３
９
０

　

kankyohozen@
city.toyohashi.lg.jp

▼
環
境
衛
生
課
☎
23
局
３
５
４
１

　

Ｊ
Ａ
愛
知
厚
生
連
渥
美
病
院
で
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
病
院
を

よ
り
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、「
院
内
探
検
ツ

ア
ー
」を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の

小
学
４
～
６
年
生
と
そ
の
保
護
者　

▼
日

時
＝
８
月
４
日
（
土
）
午
後
１
時
～
３
時

30
分
（
予
定
）　

▼
場
所
＝
渥
美
病
院　

▼
内
容
＝
簡
単
な
病
院
の
紹
介
、
病
院
施

設
（
手
術
室
、
調
剤
・
検
査
室
、
地
下
免

震
ピ
ッ
ト
な
ど
）
や
最
新
Ｃ
Ｔ
な
ど
高
度

医
療
機
器
の
見
学
・
体
験　

▼
定
員
＝
15

組
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
７
月

27
日
（
金
）
ま
で
に
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
・
は
が
き
に
て

▼
Ｊ
Ａ
愛
知
厚
生
連
渥
美
病
院 

企
画
室

（
〒
４
４
１

－

３
４
１
５　

田
原
市
神
戸

町
赤
石
１

－

１
）

☎
22
局
２
１
３
１　

22
局
０
２
８
４

　

postm
aster@

hp.atsum
i.jaaikosei.

or.jp

　

平
成
24
年
度
自
衛
官
採
用
に
伴
い
、
希

望
者
に
対
し
、
制
度
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
進
学
ま
た
は
就
職
を
お
考
え
の
方
、

ま
た
は
自
衛
隊
に
関
心
の
あ
る
方
は
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
平
成
24
年
度
に
18
〜
26
歳
に
な

る
方
（
父
兄
同
伴
可
） 　

▼
日
時
＝
８
月

４
日
（
土
）
午
前
10
時
～
正
午
（
受
付
：

午
前
９
時
50
分
～
）　

▼
場
所
＝
田
原
文

化
会
館
２
０
１
会
議
室

▼
自
衛
隊
豊
橋
地
域
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）33
局
２
６
９
３

　

aichi.pco.toyohashi@
rct.gsdf.m

od.
go.jp 

渥
美
病
院

「
院
内
探
検
ツ
ア
ー
」 

参
加
者

Ｓシ

ー
Ｅ
Ａ
級
グ
ル
メ
！
三
河
湾
の
幸

を
使
っ
た
美お

い味
Ｓし

い
Ｅ
Ａ
！
レ
シ
ピ

自
衛
官
制
度
説
明
会

生
涯
学
習
情
報
誌 

有
料
広
告
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三
河
湾
流
域
の
市
町

村
な
ど
で
構
成
す
る

三
河
湾
浄
化
推
進
協

議
会
で
は
、
多
く
の

方
々
に
浄
化
意
識
を

高
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
７
月
25
日
（
水
）

～
31
日
（
火
）
を
三
河
湾
浄
化
週
間
と
定

め
、
生
活
排
水
対
策
の
呼
び
か
け
な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。



行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
を
巻
き
込
ん
で
地

域
連
帯
を
強
め
て
い
け
る
時
期
で
も
あ
り

ま
す
。
地
域
ぐ
る
み
で
防
犯
活
動
を
行

い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

最
近
、
下
水
道
施
設
へ
の
異
物
の
流
入

が
多
発
中
で
す
。
故
障
の
原
因
に
な
り
、

適
切
な
汚
水
処
理
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

異
物
を
流
さ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◉
流
し
て
は
い
け
な
い
も
の

◦
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
乳
幼
児
用
お
し
り
ふ
き

な
ど
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
紙

◦
野
菜
く
ず
や
ご
飯
の
残
り
、
天
ぷ
ら
油

　

※
排
水
管
が
詰
ま
る
原
因
に
な
り
ま
す

◦
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
揮
発
性
の
高
い

危
険
物

　

※
下
水
道
管
の
中
で
爆
発
を
起
こ
す
原

　

因
に
な
り
ま
す

▼
下
水
道
課　

☎
23
局
３
５
２
５　

22
局
３
１
８
４

▼
下
水
道
課
（
渥
美
支
所
内
）

☎
33
局
１
１
１
３　

32
局
２
５
０
６

　

こ
の
運
動
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
防
犯

協
会
、
警
察
が
協
力
し
あ
い
犯
罪
を
未
然

に
防
ぐ
活
動
を
行
う
も
の
で
す
。

　

８
月
は
、
夏
休
み
や
長
期
休
暇
で
開
放

的
な
気
分
に
な
り
、
身
の
回
り
に
潜
む
危

険
を
忘
れ
が
ち
な
時
期
で
す
。
ま
た
、
ラ

ジ
オ
体
操
や
盆
踊
り
な
ど
の
地
域
行
事
も

　

夏
場
は
、
農
地
へ
の
堆
肥
散
布
の
時
期

で
す
。
堆
肥
を
散
布
す
る
と
、
近
隣
の
住

宅
や
観
光
施
設
な
ど
か
ら
悪
臭
や
ハ
エ
な

ど
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

次
の
点
に
注
意
し
て
、

生
活
環
境
の
保
全
と
水

質
汚
濁
な
ど
の
防
止
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
悪
臭
が
発
生
す
る
よ
う
な
堆
肥
を
使
用

せ
ず
、
十
分
発
酵
さ
せ
悪
臭
を
伴
わ
な

い
完
熟
堆
肥
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

◦
農
地
に
搬
入
し
た
堆
肥
は
、
す
ぐ
に
鋤

き
込
み
ま
し
ょ
う
。
搬
入
後
、
雨
天
に

よ
り
鋤
き
込
み
で
き
な
い
こ
と
の
な
い

よ
う
、
天
候
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◦
住
居
や
観
光
施
設
に
近
い
農
地
に
施
肥

す
る
場
合
は
、
生
活
環
境
に
十
分
配
慮

し
、
悪
臭
、
粉
じ
ん
、
ハ
エ
な
ど
の
害

虫
や
汚
水
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◦
地
下
水
汚
染
の
原
因
に
も
な
る
、
過
剰

な
堆
肥
投
入
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７　

22
局
３
８
１
７

▼
環
境
衛
生
課

☎
23
局
３
５
４
１　

23
局
０
１
８
０

　

農
地
の
売
買
・
貸
借
情
報
や
農
業
に
関

す
る
補
助
金
情
報
な
ど
を
、
い
ち
早
く

メ
ー
ル
に
て
お
知
ら
せ
す
る
営
農
支
援

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
は
、
パ

ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
か
ら
登
録
で
き
ま
す
。

◦
パ
ソ
コ
ン
の
場
合
は
、
営
農
支
援
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス

し
、
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
ご
登
録
く

だ
さ
い
。

◦
携
帯
電
話
の
場
合

は
、
下
記
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
登
録

す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

農
業
の
経
営
規
模
拡
大
を
お
考
え
の
方

は
、
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ

い
。詳
し
く
は
、営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
（
赤
羽
根
市
民
セ

ン
タ
ー
内
）
☎
45
局
３
１
１
４

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

section/einou/

堆
肥
散
布
に
よ
る
悪
臭
な
ど
の

発
生
防
止
に
ご
協
力
を

下
水
道
に
異
物
を
流
さ
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
！

夏
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動

８
月
１
日
水
～
10
日
金

営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

◉
運
動
の
重
点

◦
子
ど
も
と
女
性
が
被
害
者
と
な
り
や

す
い
犯
罪
の
防
止   

◦
自
動
車
関
連
窃
盗
お
よ
び
自
転
車
盗

の
防
止

◦
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止

︱
年
間
取
り
組
み
事
項
︱

◦
住
宅
を
対
象
と
す
る
侵
入
盗
の
防
止

◉第５回男女共同参画フェスティバル「映画祭」
日時＝８月 26 日日 14:00 開演（13:30 開場）
場所＝田原文化会館文化ホール
主催＝田原市男女共同参画推進懇話会
上映作品＝「60 歳のラブレター」
　（出演：中村雅俊、原田美枝子ほか）
入場料＝無料　※入場整理券が必要
入場整理券＝７月 25 日水から配布開始
配布場所＝市民協働課・渥美支所（平日のみ）、田原文化会館・

赤羽根文化会館（月曜休館）、渥美文化会館（土・日・祝日のみ）
問い合わせ＝市民協働課☎ 23 局３５０４
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N
o.718 平

成
24

年
７

月１
5

日
号

●
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

政
策

推
進

部
広

報
秘

書
課

●
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

●
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

　

梅
雨
入
り
し
た
６
月
、
静
岡
県
三
島
市

に
あ
る
個
人
の
お
宅
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

平
安
時
代
の
壷
の
見
学
に
行
き
ま
し
た
。

そ
の
壷
は
、
国
指
定
史
跡
の
大
ア
ラ
コ
古

窯
跡
（
芦
町
）
で
焼
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
前
回
お
知
ら
せ
し
た
東
大
寺

瓦
も
そ
う
で
す
が
、
大
ま
か
な
産
地
は
分

か
っ
て
も
、
焼
い
た
窯
が
分
か
る
と
い
う

こ
と
は
、
奇
跡
に
近
い
こ
と
な
の
で
す
。

　

こ
の
壷
は
、
先
代
と
今
の
ご
当
主
が
耕

作
中
に
見
つ
け
た
も
の
で
す
。
掘
り
出
し

た
時
に
は
、
土
製
の
蓋
が
か
ぶ
せ
ら
れ
、

壷
に
接
し
て
鉄
の
小
刀
、
銅
の
鏡
、
火
打

ち
石
が
あ
り
ま
し
た
。
壷
が
埋
め
ら
れ
た

平
安
時
代
の
終
わ
り
は
、
人
々
は
世
の
末

を
恐
れ
、
極
楽
浄
土
を
願
い
、
寺
院
の
建

立
や
経
の
書
写
、
埋
納
経
な
ど
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
当
時
の

そ
の
よ
う
な
願
い
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
、

経
文
を
埋
め
た
塚
「
経
塚
」
で
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
そ
し
て
、
鏡
や
刀
が
入
れ
ら
れ

た
の
は
、
そ
の
大
事
な
お
経
を
守
る
た
め

の
ま
じ
な
い
で
す
。

　

壷
は
高
さ
39
㎝
、
茶
色
で
、
見
た
目
は

そ
れ
ほ
ど
高
級
な
焼
き
物
に
は
見
え
ま
せ

ん
し
、
壷
の
口
部
分
は
わ
ざ
と
打
ち
欠
い

た
た
め
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
壷
に

は
「
正

し
ょ
う

五ご

い位
下げ

ぎ
ょ
う行
兵ひ

ょ
う
ぶ部
大た

い

輔ふ　

兼
三
河
国

守
藤
原　

朝あ

臣そ
ん

顕あ
き
な
が長　

藤
原
氏
比
丘
尼
源

氏　

道ち

守も
り

尊そ
ん

霊り
ょ
う　

従
じ
ゅ
う

五ご

い位
下　

惟こ
れ

宗む
ね

朝
臣

遠と
う

清き
よ　

藤
原
氏　

惟
宗
氏　

内ち

蔵く
ら

氏　

惟

宗
尊
霊　

惟
宗
氏
尊
霊　

藤
原
尊
霊
」
と

文
字
が
刻
ま
れ
、
藤
原
顕
長
を
は
じ
め
と

す
る
四
家
と
祖
先
の
名
が
連
な
っ
て
い
ま

す
。顕
長
は
三
河
の
国
司
を
務
め
て
お
り
、

自
分
が
治
め
て
い
た
国
の
焼
き
物
の
窯
場

「
大
ア
ラ
コ
窯
」
で
、
文
字
を
刻
ま
せ
壷

を
作
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
顕
長
の
壷
は
、
山
梨
県
南
部
町
、

三
島
市
、
神
奈
川
県
綾
瀬
市
な
ど
富
士
山

周
辺
で
集
中
し
て
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
訳
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

平
安
時
代

の
終
わ
り
ご

ろ
に
盛
ん

だ
っ
た
富
士

山
信
仰
の
信

者
の
一
人
に
、

当
時
の
権
力

者
、
鳥
羽
法

皇
が
い
ま
し

た
。
法
皇
に

公
私
と
も
に

近
い
立
場
で

　

感
激
の
対
面　

藤
原
顕あ

き

長な
が

銘
の
壷

あ
っ
た
顕
長
は
、
法
皇
の
埋
経
の
意
向
を

く
ん
で
壷
を
作
り
、
富
士
山
周
辺
に
経
塚

を
作
っ
た
の
で
は
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
三
島
市
で
、
平
安
時
代
の
都
の
人

た
ち
の
願
い
が
つ
ま
っ
た
壷
と
の
感
激
の

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
素
朴
な
見

た
目
と
は
違
い
、
そ
の
歴
史
は
深
く
重
い

も
の
で
し
た
。
十
分
な
見
学
を
終
え
、
ご

当
主
と
壷
に
つ
い
て
思
い
を
巡
ら
せ
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
世
間
話
の
中
で
、
現

在
の
ご
当
主
の
息
子
さ
ん
は
、
農
業
研
修

の
た
め
、
渥
美
半
島
の
農
家
で
半
年
間
勉

強
し
た
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
不
思
議
な

縁
を
感
じ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

平
成
25
年
の
秋
の
特
別
展
に
は
、
こ
の

渥
美
窯
の
優
品
が
８
０
０
年
ぶ
り
に
渥
美

半
島
に
里
帰
り
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
増
山
）

【
表
紙
の
写
真
】産
卵
後
の
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ（
赤
羽
根
海
岸
）

▼
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
が

見
ら
れ
る
と
聞
き
、赤
羽
根

海
岸
へ
通
っ
た
私
。早
起
き

が
苦
手
な
は
ず
な
の
に
、午
前
３
時
に

起
き
て
海
へ
。ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
は
、暗

く
て
静
か
で
き
れ
い
な
海
岸
に
卵
を

産
む
そ
う
で
す
。よ
う
や
く
５
日
目

に
、産
卵
後
、海
へ
と
帰
っ
て
い
く
ア

カ
ウ
ミ
ガ
メ
に
出
会
え
た
と
き
は
、本

当
に
感
動
し
ま
し
た
。（
Ｏ
）
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